
霞が関都市再生プロジェクト概要

東京都千代田区霞が関三丁目2番1号～3号

約2.4ha

950％

鉄骨造（一部RC造、SRC造） 
地下3階、地上38階  高さ約176m

約25万4000m2

所在地

敷地面積

容積率

構造・階数等
 

延床面積

　
江
戸
時
代
に
は
江
戸
城
内
で
あ
り
、
明
治
維
新

後
は
工
部
大
学
校
（
現
東
京
大
学
工
学
部
）
や
学

習
院
、
東
京
女
学
院
な
ど
が
立
地
し
、
昭
和
期
に

は
文
部
省
や
会
計
検
査
院
な
ど
が
置
か
れ
て
官
庁

街
の
一
角
を
占
め
る
と
と
も
に
、
虎
ノ
門
、
新
橋

に
広
が
る
業
務
・
商
業
地
区
と
の
結
節
点
と
な
っ

て
い
る
こ
こ
霞
が
関
三
丁
目
。
わ
が
国
初
の
超
高

層
ビ
ル

霞
が
関
ビ
ル
を
20
世
紀
の
記
念
碑
と
す

る
な
ら
ば
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
21
世
紀
に

残
す
べ
き
記
念
碑
と
し
て
の
都
市
再
生
モ
デ
ル
と

い
え
そ
う
で
す
。

　
平
成
13
年
、
内
閣
府
に
都
市
再
生
本
部
が
立
ち
上

が
り
、
そ
の
翌
月
異
例
の
早
さ
で
こ
の
霞
が
関
都
市

再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
部
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま

ず
関
係
地
権
者
で
あ
る
文
部
科
学
省
、
会
計
検
査
院
、

（財）
霞
山
会
お
よ
び
住
友
不
動
産
（株）
等
が
中
心
と
な

り
「
霞
が
関
三
丁
目
南
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
が

設
立
さ
れ
、「
官
民
が
融
合
し
た
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
調
査
研
究
が
進
め
ら
れ
、
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
官
庁
施
設
と
民
間
ビ
ル
と
が
共
存
し
て
い
る
街

区
の
都
市
機
能
更
新
を
、
官
民
協
働
で
進
め
る
と
い

う
画
期
的
な
も
の
で
、
中
央
官
庁
施
設
と
し
て
は
初

の
官
民
共
同
施
設
を
P
F
I
手
法
に
よ
り
建
替
え
る

と
と
も
に
、
地
区
全
体
を
市
街
地
再
開
発
事
業
で
整

備
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
官
民
協
働
の
前
例
の

な
い
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
、
公
平
性
の
確
保
、
官
民

の
合
意
形
成
、
権
利
調
整
な
ど
、
事
業
推
進
に
は
高

度
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
関
係
地

権
者
等
に
よ
る
要
請
を
受
け
て
Ｕ
Ｒ
都
市
機
構
が
市

街
地
再
開
発
事
業
の
施
行
者
と
し
て
参
画
し
、
事
業

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
等
の
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
し

た
。
　
再
開
発
事
業
は
平
成
16
年
6
月
に
施
行
認
可
、
同

年
12
月
に
権
利
変
換
計
画
認
可
さ
れ
、
平
成
17
年
1

月
か
ら
工
事
が
着
手
さ
れ
、
平
成
19
年
9
月
竣
工
し

ま
し
た
。

　
新
し
い
施
設
は
、
ク
リ
ー
ン
＆
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

目
指
し
て
太
陽
光
発
電
、
風
力
発
電
、
燃
料
電
池
や

コ
・
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
採
用
す
る
な
ど
、
先
端

的
技
術
に
よ
っ
て
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
が
図
ら
れ

た
、
地
上
38
階
建
て
の
西
館
と
同
33
階
建
て
の
東
館 

二
つ
の
超
高
層
ビ
ル
、
保
存
修
復
さ
れ
た
旧
文
部
省

庁
舎
、
そ
し
て
広
場
に
面
し
た
地
上
2
階
建
て
の
ア

ネ
ッ
ク
ス
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
街
の
う

る
お
い
と
賑
わ
い
を
演
出
す
る
霞
テ
ラ
ス
が
霞
が
関

ビ
ル
側
と
一
体
で
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
鉄
連
絡

口
付
近
等
に
は
江
戸
城
外
堀
の
石
垣
遺
構
が
保
存
展

示
さ
れ
、
個

性
あ
る
こ
の

街
の
歴
史
と

記
憶
を
未
来

に
伝
え
て
い

る
の
も
特
徴

で
す
。

アネックス テラス 霞テラス

年表階段 地下鉄連絡口（石垣展示スペース）

平成13年6月

平成13年8月

平成14年6月

平成14年11月

平成15年1月

平成15年4月

平成15年5月

平成15年6月

平成16年6月

平成16年12月

平成17年1月

平成19年9月

平成20年1月

平成20年度

平成34年3月

平成46年度

都市再生プロジェクト（第一次決定） 

「霞が関三丁目南地区まちづくり協議会」発足

地権者等から都市公団（当時）に施行要請（個人施行）

国がPFI事業者の公募を開始

都市計画決定（再開発地区計画方針）

PFI事業者決定 

落札者と国の基本協定締結 

PFI事業者と国の事業契約締結 

市街地再開発事業の施行認可

市街地再開発事業の権利変換計画認可 

工事着工 

施設の竣工・引渡し（一部外構工事を除く） 

官庁施設の使用（PFIによる維持管理・運営業務）開始 

工事完了 

PFI事業の終了 

PFI事業の付帯事業（民間収益施設事業）の終了

プロジェクトの沿革
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式

　
国
や
地
方
公
共
団
体
の
提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
、
民
間
の
資

金
お
よ
び
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
、
よ
り
費
用
対
効
果
の
高
い
事
業
を

実
現
す
る
た
め
の
新
し
い
手
法
。
公
共
施
設
の
設
計
、
建
設
、
維
持
管

理
や
公
的
サ
ー
ビ
ス
の
運
営
を
、
民
間
の
P
F
I
事
業
者
が
創
意
工

夫
の
も
と
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

地区全景（平成19年9月撮影）

旧会計検
査院

旧霞山会
館

地
区
名
称
「
霞
が
関
コ
モ
ン
ゲ
ー
ト
」

　
建
物
竣
工
前
の
平
成
19
年
6
月
、
当
地
区
の
名
称

を
「
霞
が
関
コ
モ
ン
ゲ
ー
ト
」
に
決
定
し
ま
し
た
。
地

区
名
称
の
選
定
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
地
権
者
を
は
じ

め
と
し
た
関
係
者
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
、

外
部
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
参
考
に
当
地
区
の
長
所
・

短
所
を
分
析
し
、
関
係
者
全
員
で
当
地
区
の
イ
メ
ー

ジ
共
有
を
図
る
と
と
も
に
当
地
区
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
を
『
官
民
が
融

合
す
る
し
な
や
か
な
街
』
に
決
定
し
ま
し
た
。
次
に
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

に
即
し
た
複
数
の
名
称
案
の
中
か
ら
、
共
有
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
最
も
具
体

的
に
表
現
し
て
い
る
名
称
と
し
て
全
員
同
意
の
も
と
「
霞
が
関
コ
モ
ン
ゲ

ー
ト
」
に
決
定
し
た
も
の
で
す
。
な
お
、
当
機
構
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
関
係
者
の
意
見
集
約
を
図
り
ま
し
た
。

ソーラーパネル

風力発電設備

江戸期に
は日向延
岡藩内藤
家の上屋
敷として
江戸城の
一角を占
め、

近代には
、中央官庁

街とオフ
ィス街繁
華街と接
していた
この街は
、

ここに官
民協働の
都市再生
モデルと
して力強
く甦りま
した。

歴史の記
憶が刻ま
れてきた
霞が関三
丁目


